
ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム 

学生革新企画提案書 

 
 
企画名 出張・西岡塾 
代表者 氏名: 横田 将志 

所属研究室・学年: 生命機能 柳田研 M2 
電子メール: masa.yokot@gmail.com 

計画立案

メンバ 1 
氏名: 横田 将志 
所属研究室・学年: 生命機能 柳田研 M2 
電子メール: masa.yokot@gmail.com 

計画立案

メンバ 2 
氏名: 垣塚 太志 
所属研究室・学年: 生命機能 柳田研 M2 
電子メール: t.kakizuka@gmail.com 

計画立案

メンバ 3 
氏名: 浦井 健次 
所属研究室・学年: 基礎工 石黒研 M2 
電子メール: urai.kenji@irl.sys.es.osaka-u.ac.jp 

計画立案

メンバ 4 
氏名: 
所属研究室・学年: 
電子メール: 

計画立案

メンバ 5 
氏名: 
所属研究室・学年: 
電子メール: 

 
  

mailto:masa.yokot@gmail.com
mailto:masa.yokot@gmail.com


開催場所 施設: 大阪大学 情報科学棟 B115 
住所: 〒565-0871 吹田市山田丘 1-5 
連絡先: http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/access_contact/ 

日程          2014 年 5 月 24 日(土) 15:00 ～ 19:00    
経費 総額: 69,640 円    

 
学生革新企画の目的 
次世代のリーダーの活躍の場は、産官学と幅広い。今回のセミナーでは産業

の立場として求められるリーダーになるために大学院生の今、しておくべきこ

とを考えたい。工学博士を持ち、かつインテルという大企業の日本法人の社長

経験のある西岡氏に大学院生の間にしておくべきことというテーマでご講演を

いただき、自分たちの今を見つめなおすとともに、進路について考える。 
 また、企業の中でリーダーとして活躍された経験を交えたお話を聞くことで、

研究活動や卒業後に企業でプロジェクトを運営するときなど、今後様々な場面

で集団を率いる際のリーダーシップの取り方に生かしていく。 
 さらに、現在、ベンチャー企業の支援もされている同氏に起業についてお話

をしていただくことで学生の持つ起業の夢を現実のものとするための一歩とし

たい。 
 セミナーは講義形式の時間と、座談会の時間を設けることで参加者の質問を

西岡氏に気兼ねなく聞ける場としている。 
 
学生革新企画で期待される収穫 
1. 実際にリーダーシップをとった経験を聞くことによって集団の率い方を学

び、今後の研究活動でのリーダーシップの取り方を学ぶことができる。 
2. 卒業後の進路を考える良い場となる。 
3. 起業に関してお話をしていただくことで、学生による起業の第一歩となる。 
4. 今後、2 期生を含むセミナー形式の学生主催の企画が増えていくきっかけと

なる。 
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スケジュール 
5 月 24 日 
15:00～ 当日の流れ、ガイダンス 
15:05～ 西岡氏によるセミナー 
  大学院生のうちにしておくべきことという題で 

企業、経営、起業に関する講演 
17:30～ 軽食を食べながらの座談会 
 
～20:00 

 



代表者・計画立案メンバが過去に開催した企画 
実施年度 企画名 (参画者名) 実施内容 
2013 年 HW マナー講座 

(澤田 莉沙) 
(横田 将志) 
(日浅 夏希) 

プロのマナー講師を招聘し、独学

では学ぶことのできないマナース

キルを実践演習を通して学んだ。 

   

   

   



参加者氏名 (計画立案メンバには、 を付けること) 
氏名 所属研究室 学年 
 横田 将志 生命機能 柳田研 M2 
 垣塚 太志 生命機能 柳田研 M2 
 浦井 健次 基礎工   石黒研 M2 
□ 酒井 智史 生命機能 倉光研 M2 
□ 澤田 莉沙 生命機能 近藤研 M2 
□ 古林 太郎 生命機能 四方研 M2 
□ 李 楽施 生命機能 名田研 M2 
□ 日浅  夏希 情報科学 清水研 M2 
□ 本谷 康平 生命機能 大澤研 M1 
□ 松尾 康平 生命機能 柳田研 M1 
□ 富永 登夢 基礎工  西田研 M1 
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